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３
月
定
例
会

 7,070 万円で 23年度がスタート

健康で 安心して暮らせ 安心して暮らせるる
　町づくりのため町づくりのためにに

 平成23年度各種会計予算額 
前年度比予算額会　計　別

11.0％44億3,700万円一 般 会 計

2.4％8,500万円後期高齢者医療
特
別
会
計

2.2％12億　500万円国民健康保険

5.6％8億　600万円介 護 保 険

△13.6％4億9,600万円下 水 道 事 業

0.9％2億2,900万円収益的収入
上
水
道

企
業
会
計

1.3％2億2,700万円　　　 支出

△1.0％5,270万円資本的収入

△23.6％1億1,470万円　　　 支出

5.6％73億7,070万円合　　計

３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例定例会会会会会会会会会会会
3333333333//////////8888888888～～～～～～～～～～3333333333//////////11111111113/8～3/177777777777

平成23年第１回明和町議会定例会は、３月８日に招集され　平成23年第１回明和町議会定例会は、３月８日に招集され、、
17日までの10日間の会期で開かれました17日までの10日間の会期で開かれました。。
この定例会には町長から条例改正、補正予算、各会計の平　この定例会には町長から条例改正、補正予算、各会計の平成成
23年度当初予算及び人事案件など24議案が提出され、慎重に23年度当初予算及び人事案件など24議案が提出され、慎重に審審
議した結果、すべて原案どおり可決しました議した結果、すべて原案どおり可決しました。。
また、最終日の一般質問には、10人の議員が活発な議論を　また、最終日の一般質問には、10人の議員が活発な議論を展展
開し、町当局の所信をただしました開し、町当局の所信をただしました。。

 予算総額 73 億 

　健康で 安心して暮らせ健康で る
　　　　　町づくりのために
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一般会計

44.4
　億円のなかみ

※表中における計数は、それぞれ四捨五入しているため、
計とは一致しない場合があります。
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主
な
質
疑

予予予予予予予
算算算算算算算

平
成　

年
度

23

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は

一般
会計

 

高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

助
成
は
、
先
の
議
会
で
前

向
き
に
検
討
す
る
と
の
答

弁
で
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
併
用
接
種
で
、
肺

炎
の
死
亡
リ
ス
ク
は
８
割

減
る
と
言
わ
れ
、
医
療
費

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
初
年
度
で　

万
円
、

20

平
年
度
で　

万
円
程
度
の

12

町
負
担
で
済
む
の
に
、
な

 
質
問 

ぜ
予
算
化
を
し
な
か
っ
た

の
か
。

 　

町
の
財
政
が
厳
し
い
の

で
、
見
送
り
ま
し
た
。

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
見
合
わ
せ
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
検
討

し
ま
す
。

 
健
康
づ
く
り
課
長 

 
町
長 

い
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
説
明
し
ま
す
。

 

①
５
億
３
０
０
０

万
円
弱
の
借
金
を

し
て
、
平
成　

年
度
末
借

23

金
が
一
般
会
計
で　

億
円

44

強
に
な
り
ま
す
。
上
下
水

道
会
計
と
合
わ
せ
る
と　
88

億
円
弱
に
な
る
が
、
町
財

政
は
大
丈
夫
な
の
か
。
②

町
が
「
交
付
税
措
置
さ
れ

る
」と
説
明
す
る
と
、そ
の

全
額
が
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

る
の
で
、
町
民
に
分
か
り

や
す
く
広
報
紙
で
説
明
を
。

 
質
問 

 

①
借
金

（
起
債
）

し
た
元
利
償
還
金
の　
�80

近
く
が
普
通
交
付
税
を
算

定
す
る
需
要
額
（
支
出
）

に
算
定
さ
れ
、
あ
る
程
度

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
普

通
交
付
税
は
、
需
要
額
の

　
�
強
が
交
付
さ
れ
る
見

30込
み
で
、
今
の
借
金
額
は

そ
れ
ほ
ど
心
配
す
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
②
限

ら
れ
た
紙
面
で
細
か
く
説

明
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

 
企
画
財
政
課
長 

多
額
の
借
金
を
し
て

町
財
政
は
大
丈
夫
？

が
、
賞
味
期
限
を
迎
え
る

非
常
食
等
の
補
充
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

非
常
食
の
備
蓄
は

十
分
で
す
。
増
や

す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
町
長 

 

館
林
市
外
４
町
地

域
公
共
交
通
会
議

負
担
金
５
万
円
計
上
し
て

あ
る
が
、
会
議
の
回
数
と

運
営
は
。

 

町
内
関
係
は

２
路
線
が
該

当
し
、
会
議
は
１
回
程
度

予
定
し
て
い
ま
す
。
公
共

バ
ス
路
線
の
変
更
、
運
行

時
間
の
変
更
、
地
域
住
民

の
関
係
す
る
交
通
事
故
が

発
生
し
た
時
な
ど
関
係
者

か
ら
意
見
を
聞
き
、
よ
り

よ
い
公
共
交
通
を
目
指
す

た
め
の
も
の
で
す
。

 
質
問 

 
総
務
課
長 

公
共
交
通
会
議

の
運
営
は

 

災
害
対
策
費
の
食

糧
費　

万
８
０
０

63

０
円
は
前
年
よ
り
９
・
６

％
減
で
、
十
分
な
非
常
食

を
確
保
で
き
る
の
か
。
想

定
外
の
災
害
に
備
え
て
非

常
食
の
備
蓄
を
増
や
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

災
害
に
あ
っ

た
場
合
に
、

計
画
に
基
づ
い
て
３
日
分

の
非
常
食
と
水
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
予
算
減
で
す

 
質
問 

 
総
務
課
長 

災
害
時
の
非
常

食
は
十
分
か

３
月
定
例
会
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３
年
間
予
算
化
さ
れ
ず

東
小
体
育
館
に
も

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

 

西
小
学
校
に
は
、

平
成　

年
度
に
グ

20

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
購
入
さ

れ
ま
し
た
。
平
成　

、　
21

22

年
度
は
東
小
学
校
に
大
き

な
工
事
が
あ
る
と
言
う
理

由
で
予
算
化
が
見
送
ら
れ

ま
し
た
。
３
月
定
例
議
会

 
質
問 

の
事
務
調
査
報
告
で
は
、

「
平
成　

年
度
に
東
小
学

23

校
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

購
入
す
る
」
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
予
算
化
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
教
育
環
境

は
平
等
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

 

西
小
学

校
体
育

館
の
解
体
工
事
な
ど
が
あ

る
た
め
、
財
政
状
況
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
今
回
も
予

算
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成　

年
度
に
検
討
し
ま

24

す
。

 
学
校
教
育
課
長 

 

解
体
工
事
は
夏
休

み
を
予
定
し
て
い

る
と
思
う
が
、
プ
ー
ル
教

室
へ
の
影
響
と
工
期
は
ど

れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
解

体
後
の
利
用
計
画
は
。

 

詳
し
い

設
計
を

し
て
い
な
い
の
で
工
期
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
跡
地
は

整
備
し
、
駐
車
場
を
考
え

て
い
ま
す
。

 

プ
ー
ル
活
動
等

の
学
校
行
事
に

影
響
の
な
い
よ
う
配
慮
し

ま
す
。

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

 
教
育
長 

西
小
学
校
旧
体

育
館
解
体
は

西小グランドピア西小グランドピアノノ

新堀川橋新堀川橋梁梁

 

点
検
の
対
象
と
な

る
の
は
ど
の
よ
う

な
橋
で
、
そ
の
数
は
。

 

　

メ
ー

15ト
ル
以

上
の
橋
梁
で
、
谷
田
川
に

６
橋
、
新
堀
川
に
３
橋
、

五
箇
川
に
２
橋
あ
り
ま
す
。

長
寿
命
化
の
た
め
に
、
主

に
目
視
で
点
検
を
行
い
ま

す
。

 
質
問 

 
経
済
建
設
課
長 

橋
梁
点
検
の

内
容
は

 

遊
び
場
整
備
事
業

が
終
了
と
な
る
が
、

ミ
ニ
公
園
整
備
の
今
後
の

予
定
は
。

 

各
地
区
の
遊
び
場
、

遊
具
の
整
備
は
一

回
り
し
た
の
で
終
了
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ミ
ニ
公

園
に
つ
い
て
は
、
中
部
地

区
は
終
わ
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
西
部
地
区
を
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
質
問 

 
町
長 

今
後
の

公
園
整
備
計
画

都
市
計
画
基
礎
調
査
の
委

託
料
、
木
造
住
宅
耐
震
診

断
者
派
遣
事
業
の
３
事
業

が
委
託
料
に
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

 

委
託
料
は
３
５
１

０
万
円
と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
か
。

 

川
俣
駅

周
辺
整

備
に
係
る
詳
細
設
計
な
ど

の
委
託
料
、
お
お
む
ね
５

年
に
１
度
実
施
し
て
い
る

 
質
問 

 
都
市
計
画
課
長 

都
市
計
画

委
託
料
と
は
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観
光
ワ
イ
ン
委
託

料　

万
円
で
す
が
、

30

前
年
度
の
委
託
料
支
出
は

６
万
円
で
す
。
ワ
イ
ン
２

５
０
本
分
を
６
万
円
で
確

保
で
き
る
う
ま
み
の
あ
る

委
託
契
約
で
す
が
、
ど
の

よ
う
な
契
約
か
。
ま
た
、

実
態
に
合
っ
た
予
算
計
上

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

宣
伝
用

に
単
価

１
２
０
０
円
の
ワ
イ
ン
２

５
０
本
を
町
が
確
保
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
委
託
料

　

万
円
の
予
算
を
と
り
ま

30し
た
。
平
成　

年
度
は
、

22

農
協
と
酒
造
会
社
の
契
約 

 
質
問 

 
経
済
建
設
課
長 

不
思
議
な

委
託
契
約

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業
の

予
算
化
、
小
中
学
校
こ
ど
も
園

へ
の
製
氷
機
の
購
入
、
橋
梁
点

検
業
務
委
託
な
ど
町
民
の
要
望

に
応
え
た
事
業
と
し
て
評
価
で

き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
同

意
で
き
か
ね
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
東
部
児
童
館
が
休
館
と
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
安
全

と
居
場
所
の
確
保
と
い
う
点
か

ら
も
再
開
を
望
み
ま
す
。
福
祉

タ
ク
シ
ー
補
助
事
業
で
は
３
か

月
以
上
と
い
う
要
綱
の
見
直
し

に
は
同
意
で
き
ま
す
が
、
交
付

枚
数
を
年
間　

枚
か
ら　

枚
に

40

36

減
ら
す
こ
と
に
は
同
意
で
き
ま

せ
ん
。
農
業
振
興
費
、
商
工
振

興
費
は
と
も
に
削
減
さ
れ
ま
し

た
。
農
業
、
商
工
業
の
発
展
が

無
け
れ
ば
町
の
活
性
化
も
望
め

ま
せ
ん
。
ご
み
処
理
最
終
処
分

場
の
建
設
、
川
俣
駅
周
辺
整
備
、

国
道
１
２
２
号
バ
イ
パ
ス
整
備

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
周
辺

住
民
の
意
見
、
要
望
に
耳
を
傾

け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。
国
民
の
暮
ら
し
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
大
震
災

に
よ
り
東
北
地
方
を
中
心
に
被

害
は
甚
大
で
す
。
町
長
は
、
近

隣
市
町
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

対
応
と
の
答
弁
が
多
々
あ
り
ま

す
が
、
本
町
で
行
え
る
良
い
施

策
は
、
他
の
市
町
に
先
駆
け
て

実
施
を
望
み
ま
す
。
以
上
、
町

民
の
暮
ら
し
の
状
況
が
把
握
さ

れ
て
い
な
い
予
算
で
あ
り
、
反

対
し
ま
す
。

良
い
施
策
は

他
の
市
町
に
先
駆
け
て
実
施
を

早
川　

元
久 
議
員

平成23年度一般会計予算 討論 反
対

本
数
よ
り
余
計
に
で
き
た

た
め
、
余
っ
た
２
０
０
本

を
町
へ
無
償
で
も
ら
い
ま

し
た
。
残
り　

本
分
は
、

50

委
託
料
と
し
て
農
協
へ
６

万
円
支
払
い
ま
し
た
。
ワ

イ
ン
を
つ
く
る
町
と
農
協

の
委
託
契
約
で
す
。

 

委
託
料
で
は
な
く
、

食
糧
費
で
予
算
計

上
を
検
討
し
ま
す
。

 
町
長 

 

こ
ど
も
手
当
２
億

４
５
１
０
万
円
は
、

対
象
者
が
何
人
か
。

 

３
歳
未

満
が
２

７
０
名
、
３
歳
以
上
中
学 

 
質
問 

 
住
民
福
祉
課
長 

こ
ど
も
手
当
の

対
象
者
数
は

 

指
導
員
の
人
数
と

通
っ
て
い
る
生
徒

数
は
。

 

指
導
員

は
現
在

２
人
で
す
が
、　

年
度
は

23

１
人
に
な
り
ま
す
。
通
っ

て
い
る
生
徒
は
２
名
で
す
。

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

適
応
指
導
教
室

 

税
務
関
係
の
消
耗

品
１
１
３
万
９
０

０
０
円
の
使
い
道
は
。

 

税
制
改
正
に

伴
う
税
務
関

係
法
令
の
追
録
代
、
研
修

用
図
書
、
電
卓
な
ど
の
事

務
用
品
で
す
。

 
質
問 

 
税
務
課
長 

税
務
関
係
消
耗

品
の
使
い
道
は

梨ワイ梨ワインン

生
ま
で
が
１
１
８
０
名
、

合
計
１
４
５
０
名
で
す
。
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 �
群
馬
県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

関
根
愼
市
議
員
は
、
議
員
在
職　

年
間
地
方
自
治
の

23

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
、
去
る
２
月　

日
開

21

催
の
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に
お
い
て
、
群
馬

県
町
村
議
会
議
長
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関根愼市 議員

特別
会計

　

景
気
低
迷
に
よ
り
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
懸
案

事
項
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
、

そ
し
て
福
祉
、
環
境
、
安
全
、

健
康
と
い
っ
た
分
野
に
お
い
て

は
重
点
配
分
を
行
い
、
自
主
財

源
を
全
体
の　

・
６�
確
保
す

51

る
な
ど
し
て
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
な
が
ら
も
国
県
支

出
金
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
有
効
な

予
算
編
成
を
評
価
し
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
業
務

委
託
、
高
齢
者
福
祉
計
画
の
策

定
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
補
助

の
見
直
し
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
、
消
費
者
生
活

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
品
の
創
造
や
群
馬
Ｄ
Ｃ
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
経
費
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
土
木
費
関
係

で
は
橋
梁
点
検
業
務
委
託
、
町

営
住
宅
新
田
団
地
の
建
設
、
都

市
計
画
道
路
の
整
備
、
川
俣
駅

東
口
駅
前
関
連
の
設
計
委
託
及

び
用
地
買
収
さ
ら
に
は
、
西
小

学
校
旧
体
育
館
の
解
体
、
社
会

体
育
館
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
の
設
置
な
ど
が
予
定
さ
れ
、

各
分
野
全
体
に
お
い
て
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
予
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
一
層
の
無
駄
を
省

き
な
が
ら
、
自
主
財
源
の
確
保
、

補
助
金
の
活
用
等
、
さ
ら
に
健

全
財
政
に
努
め
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
効
率
的
な
予
算
執
行
に

当
た
る
よ
う
希
望
し
て
、
賛
成

討
論
と
し
ま
す
。

各
分
野
全
体
に
お
い
て

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予
算

賛
成

関
根　

愼
市 
議
員

平成23年度一般会計予算 討論

 

今
年
度
の
新
規
加

入
見
込
数
と
加
入

率
は
。

 

　

戸
を

40見
込
ん

で
お
り
、
２
月
末
現
在
の

加
入
率
は
世
帯
数
、
人
口

数
ど
ち
ら
も　

・
３�
で

61

す
。

 
質
問 

 
環
境
水
道
課
長 

下
水
道
事
業

 　

本
町
の
伸
び
率
は
、１
・

９�
で
、
郡
内
で
最
も
高

い
と
こ
ろ
で
６
・
４�
、

少
な
い
と
こ
ろ
で
は
マ
イ

ナ
ス
１
・
０�
で
す
。
本

町
は
、
３
番
目
の
伸
び
率

で
す
。

 
健
康
づ
く
り
課
長 

 

保
険
給
付
費
は　
22

年
度
と
比
べ
１
４

４
２
万
８
０
０
０
円
増
え

て
い
る
が
、
近
隣
市
町
と

比
べ
ど
う
い
う
水
準
に
な

る
の
か
。

 
質
問 
国
民
健
康
保
険

公共マス接続の下水用排公共マス接続の下水用排管管



平
成　

年
度

22

３
月
定
例
会
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一般
会計

主
な
質
疑

補補補補補補
正正正正正正
予予予予予予

補
正
予
算算算算算算算た

め
休
館
し
た
の
で
、
そ

の
分
を
減
額
し
ま
し
た
。

 

梨
ワ
イ
ン
の
醸
造

委
託
料
が
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、減
量
に
よ

る
も
の
か
、新
た
な
開
発
に

重
点
を
置
く
た
め
に
梨
ワ

イ
ン
を
減
ら
し
た
の
か
。

 

町
の
Ｐ

Ｒ
用
と

し
て
２
５
０
本
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
醸
造
会

社
よ
り
２
０
０
本
の
無
償

提
供
を
受
け
た
た
め
、
無

償
提
供
分
を
減
額
し
ま
し

た
。

 
質
問 

 
経
済
建
設
課
長 

 

臨
時
職
員
賃
金
が

全
体
で
約
１
８
８

０
万
円
減
額
と
な
っ
て
い

る
が
説
明
を
。

 

緊
急
雇

用
対
策

の
関
係
で
新
規
事
業
を
計

画
し
た
が
、
応
募
が
な
く

事
業
を
断
念
し
た
も
の
や
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

に
伴
う
運
営
時
間
の
関
係

で
臨
時
職
員
の
時
間
的
予

算
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
、
こ
ど
も
園
で
は
児
童

 
質
問 

 
企
画
財
政
課
長 

数
増
加
を
見
込
ん
だ
臨
時

職
員
の
賃
金
が
不
要
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

 

臨
時
職
員
賃
金
の

減
額
補
正
は
工
事

に
よ
る
休
館
の
た
め
と
い

う
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容

は
。

 

臨
時
職

員
１
名

の
退
職
に
よ
る
減
額
と
、

　

月　

日
か
ら　

日
の　

10

13

22

10

日
間
修
繕
工
事
を
行
っ
た

 
質
問 

 
生
涯
学
習
課
長 

臨
時
職
員
賃
金
等
の

減
額
補
正
に
つ
い
て

 

ま
ち
う

ち
再
生

総
合
支
援
事
業
補
助
金
は
、

川
俣
駅
周
辺
整
備
計
画
で

地
元
の
町
づ
く
り
団
体
を

作
り
事
業
推
進
を
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
事
業
を
先

送
り
し
た
の
で
予
算
を
減

額
し
ま
し
た
。

 
都
市
計
画
課
長 

 

緊
急
雇

用
創
出

基
金
事
業
補
助
金
は
、
非

正
規
労
働
者
の
方
で
職
を

探
し
て
い
る
方
を
緊
急
的

に
雇
い
半
年
間
雇
用
す
る

予
定
で
し
た
が
、
応
募
が

な
か
っ
た
り
、
契
約
中
途

で
離
職
し
た
た
め
で
す
。

 
経
済
建
設
課
長 

 

地
域
活
性
化
・
住

民
生
活
に
光
を
そ

そ
ぐ
交
付
金
が
何
に
使
わ

れ
た
の
か
。

 

学
校
図

書
室
整

備
事
業
費
、
図
書
館
整
備

事
業
費
、
ふ
る
さ
と
産
文

館
の
舞
台
つ
り
物
補
修
工

事
で
す
。

 

土
木
費
県
補
助
金

の
ま
ち
う
ち
再
生

総
合
支
援
事
業
補
助
金
、

労
働
費
県
補
助
金
の
緊
急

雇
用
創
出
基
金
事
業
補
助

金
の
減
額
の
内
容
は
。

 
質
問 

 
企
画
財
政
課
長 

 
質
問 

交
付
金
・
補
助

金
の
使
途
は

交付金で整備した図書館書交付金で整備した図書館書棚棚

３
月
定
例
会

2011.５.10 №519

 

現
行
で
は
、
通
常

の
保
育
料
で
長
期

休
業
中
の
保
育
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
１
日
５
０
０

円
に
な
る
と
保
護
者
の
負

担
が
ど
の
程
度
増
加
に
な

る
の
か
。

 

現
在
８

月
に
お

い
て
は
、
預
か
り
保
育
を

受
け
る
場
合
９
５
０
０
円

で
す
が
、　

日
間
預
け
た

20

場
合
に
は
１
万
４
７
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

 

対
象
と
な
る
期
間

は
、
夏
季
休
業
に

入
る
７
月　

日
以
降
か
ら

21

に
な
る
の
か
。

 

７
月　
21

日
か
ら

８
月　

日
ま
で
に
な
り
ま

27

す
。

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

 

７
月
分
に
つ
い
て

は
１
か
月
９
５
０

０
円
で
保
育
料
を
徴
収
し

て
お
り
、　

日
以
降
に
つ

21

い
て
二
重
徴
収
が
発
生
し

て
し
ま
う
が
、
１
日
５
０

０
円
を
徴
収
す
る
の
か
。

 

７
月
分

の
９
５

０
０
円
に
つ
い
て
は
１
月

分
と
し
て
の
徴
収
で
あ
り
、

休
日
に
つ
い
て
は
１
日
５

０
０
円
を
別
途
徴
収
し
ま

す
。

 

子
育
て
支
援
と
い

う
側
面
か
ら
見
た

場
合
、
逆
行
し
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
が
町
長
の
考

え
は
。

 

突
然
の
欠
席
を
防

ぐ
た
め
、
条
例
化

し
明
文
化
し
た
い
で
す
。

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

 
質
問 

 
町
長 

 

突
然
の
欠
席
を
防

ぐ
目
的
も
あ
る
と

の
説
明
だ
が
、
ど
の
程
度

の
効
果
を
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

 

申
し
込

み
の
段

階
で
不
必
要
に
多
く
の
申

し
込
み
が
な
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
概
ね
３
分
の
１

ぐ
ら
い
は
減
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

こ
ど
も
園
の
設
置
及

こ
ど
も
園
の
設
置
及
びび

管
理
条
例
一
部
改

管
理
条
例
一
部
改
正正

 

英
語
指
導
助
手
設

置
事
業
及
び
臨
時

補
助
教
員
等
配
置
事
業
の

減
額
内
容
は
。

 

英
語
指

導
助
手

を
委
託
す
る
に
当
た
り
、

安
価
に
契
約
で
き
た
た
め

で
す
。
ま
た
、
臨
時
補
助

教
員
配
置
等
事
業
は
、
各

小
中
学
校
に
１
名
の
配
置

で
す
が
、
中
学
校
に
応
募

が
無
く
、
対
象
の
生
徒
が

い
な
い
た
め
の
減
額
で
す
。

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

学
校
教
育指

導
費

 

子
ど
も
手
当
支
援

事
業
が
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
。

 

当
初
よ

り
人
数

が
少
な
く
見
込
ま
れ
る
た

め
で
す
。

 
質
問 

 
住
民
福
祉
課
長 

子
ど
も
手
当

 

こ
ど
も
園
の
臨
時

職
員
賃
金
が
７
８

６
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
。

 

待
機
児

童
を
な

く
す
た
め
臨
時
職
員
を
複

数
採
用
す
る
予
定
で
し
た

が
、
平
成　

年
度
当
初
よ

22

 
質
問 

 
学
校
教
育
課
長 

り
欠
員
だ
っ
た
臨
時
職
員

１
名
の
採
用
が
７
月
に
な

っ
た
こ
と
と
、
追
加
採
用

し
た
１
名
が
年
度
後
半
で

の
採
用
だ
っ
た
こ
と
に
よ

る
減
額
で
す
。

こ
ど
も
園
費

明和こども明和こども園園
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平
成　

年
度

22一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

審議結果件　　　　　名種別
原案可決全員賛成公平委員会委員の選任人　

事
〃〃固定資産評価審査委員会委員の選任
〃〃教育委員会委員の任命
〃〃明和町長の給与の特例に関する条例の一部改正

条　

例

〃〃明和町副町長の給与の特例に関する条例の一部改正
〃〃明和町教育委員会教育長の給与の特例に関する条例の一部改正
〃賛成多数明和町職員の給与に関する条例等の一部改正
〃全員賛成明和町後期高齢者医療に関する条例の一部改正
〃〃明和町小口資金融資促進条例の一部改正
〃〃明和町企業誘致促進条例の一部改正
〃賛成多数明和町立明和こども園の設置及び管理に関する条例の一部改正
〃全員賛成平成22年度明和町一般会計補正予算（第６号）

予　

算

〃〃平成22年度明和町老人保健特別会計補正予算（第２号）
〃〃平成22年度明和町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
〃〃平成22年度明和町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
〃〃平成22年度明和町介護保険特別会計補正予算(第４号)
〃〃平成22年度明和町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
〃賛成多数平成23年度明和町一般会計予算
〃〃平成23年度明和町後期高齢者医療特別会計予算
〃全員賛成平成23年度明和町国民健康保険特別会計予算
〃〃平成23年度明和町介護保険特別会計予算
〃〃平成23年度明和町下水道事業特別会計予算
〃〃平成23年度明和町水道事業会計予算

〃〃町道路線の認定
そ
の
他

第１回定例会 提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案提出議案ととととととととととととととと審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果審議結果 3月8日～17日

審議結果件　　　　　名種別

原案可決全員賛成平成22年度明和町一般会計補正予算（第５号）予
算

〃〃専決処分の承認（平成22年度明和町一般会計補正予算（第４号））
そ
の
他

第１回臨時会 提提提提提提提提提提提提提提出出出出出出出出出出出出出出議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案提出議案ととととととととととととととと審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議結結結結結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果果果果果審議結果 1月25日

　

平
成　

年
第
１
回
明
和
町
議
会
臨
時
会

23

は
、
１
月　

日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日

25

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
一
般
会
計
補
正
予
算
関
係
２

件
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第１回
臨時会

 

地
元
業
者
も
含
め
、明
和
町
・

館
林
市
の
電
気
組
合
を
通
じ

て
交
渉
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 
町
長 

 

学
校
に
設
置
す
る
エ
ア
コ
ン

の
発
注
先
は
町
内
業
者
か
。

 
質
問 エア
コ
ン
の
発
注
先
は

一 
般 
質 
問

2011.５.10 №5111

町
政
を
問
う
　

人
の
議
員
が
質
問

10

一
般
質
問 
― 
優
し
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
活
発
な
議
論
を
展
開�

ズズズズズズズズズズズズズズズズズズババババババババババババババババババリリリリリリリリリリリリリリリリリリ！！！！！！！！！！！！！！！！！！
聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞ききききききききききききききききききまままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすす！！！！！！！！！！！！！！！！！！

隣町の大型商業施隣町の大型商業施設設

意
喚
起
を
促
す
よ
う
文
書

で
お
願
い
し
ま
し
た
。
特

に
学
校
関
係
は
、
新
学
期

を
間
近
に
迎
え
る
た
め
、

学
校
を
通
じ
て
保
護
者
に

注
意
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

 

地
元
商
店
街
の
振

興
策
で
あ
る
地
域

振
興
券
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
等
と
協
議
し
て
近
々

決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
もあ

り
ま
し
た

・
公
共
施
設
の
利
便
性
向

上
に
つ
い
て

 
町
長 

千
代
田
町
へ
の
大
型
店
舗
オ
ー
プ
ン

の
本
町
へ
の
影
響
に
つ
い
て

斎
藤　

一
夫 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

共
存
共
栄
し
て
い
き
た
い
／
町
長

 

隣
町
に
大
型
店
が

オ
ー
プ
ン
し
、
本

町
に
お
い
て
も
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
、
非
常
に
便

利
に
な
る
反
面
、
様
々
な

影
響
が
出
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

 
質
問 

　

近
隣
か
ら
の
利
用
者
が

増
え
る
こ
と
で
交
通
量
も

増
え
、
こ
れ
に
よ
り
交
通

事
故
の
危
険
性
が
増
大
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
対
策

は
。

　

ま
た
、
町
内
商
業
施
設

へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る

が
、
町
内
振
興
券
の
発
行

な
ど
の
対
策
は
。

 

明
和
町
交
通

対
策
協
議
会

の　

団
体
を
通
じ
て
、
注

19

 
総
務
課
長 
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ご
み
収
集
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

今
の
体
制
で
今
後
も
や
っ
て
い
き
た
い
／
町
長

 

①
明
和
町
受
け
入

れ
の
最
終
処
分
場

の
地
区
説
明
会
後
の
状
況

に
つ
い
て
。
②
分
別
・
収

集
の
一
元
化
の
方
向
性
や

課
題
に
つ
い
て
。
③
明
和

町
の
分
別
収
集
計
画
に
つ

い
て
。
④
収
集
・
処
理
手

数
料
の
一
元
化
の
概
要
と
、

一
部
無
料
化
の
ご
み
袋
と

一
般
廃
棄
物
処
理
有
料
化

に
つ
い
て
。
⑤
明
和
町
で

の
収
集
業
務
と
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
や
、

町
内
で
の
業
者
の
組
合
組

織
の
設
立
と
、
民
間
委
託

で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
い
て
、
以
上
５
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

①
皆
様

の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
、
地
権
者
と
の
用
地

交
渉
に
進
ん
で
い
き
ま
す

 
質
問 

 
環
境
水
道
課
長 

の
で
、
早
急
に
地
権
者
会

議
を
開
催
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
可
燃
ご
み
に
つ
い
て
は
、

館
林
市
に
建
設
予
定
の
焼

却
施
設
で
、
粗
大
ご
み
に

つ
い
て
は
、
板
倉
町
に
建

設
予
定
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
で
、
資
源
ご
み
に

つ
い
て
は
、
各
自
治
体
で

処
理
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
今
後
明
和
町
で
は
、

不
燃
ご
み
の
区
分
や
回
収

方
法
な
ど
検
討
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

③
ご
み
の
区
分
や
回
収
方

法
に
多
少
の
見
直
し
が
必

要
と
な
り
、
有
料
化
の
方

向
性
や
分
別
の
必
要
性
な

ど
、
１
市
２
町
の
事
務
協

議
の
中
で
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

④
処
理
手
数
料
は
、
１
市

２
町
で
異
な
っ
て
お
り
、

一
元
化
し
て
い
く
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

協
議
の
中
で
方
向
性
を
出

し
て
い
き
ま
す
。

⑤
町
の
収
集
業
務
は
、
従

来
ど
お
り
町
で
行
い
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
分
別

区
分
や
収
集
運
搬
方
法
に

多
少
の
変
更
は
生
じ
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
変
更

の
必
要
性
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
組
合
組
織
の
設

立
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
、
自
前
の
施
設
を

保
有
で
き
る
こ
と
か
ら
、

向
上
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

民
間
委
託
の
変
更

に
つ
い
て
は
、
現

状
の
体
制
の
方
が
費
用
の

軽
減
が
は
か
ら
れ
ま
す
の

で
、
今
の
体
制
で
今
後
も

行
っ
て
い
き
ま
す
。

 
町
長 

今
成　
　

隆 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

早川　元久 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

公共施設送迎バスで買い物が
できるよう改善を 実施の方向で進めたい／住民福祉課長

す。また、周知方法については、各公共施設への

時刻表の配布やチラシ等により町民へ周知をして

いきたいと考えています。

こんな質問もありました

・子ども議会の開催について

 
ある方から、買い物にも利用できるよう運

行の改善ができないかという要望がありま

した。東回りは１時間半ほどで帰りのバスに乗れ

ますが、西回りは買い物に利用できません。また、

どこを回ってどこに行くのか知らない人もいます。

一順目終了後に厚生病院まで送ってくれるという

ことも知らない人もいます。バスの時刻表を広報

めいわやチラシなどで町民へ周知ができないか。

 
現在の時刻表は買い物を想定した

ものではありません。しかし、西

回りでの買い物ができる運行の改善については、

中学校前の行程を追加することにより利便性が考

えられますので、実施の方向で進めたいと思いま

 質問 

 住民福祉課長 

町内巡回バ町内巡回バスス

一 
般 
質 
問
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地域経済活性化について
活性化を図りたい／町長

冨塚　基輔 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

町
の
奨
学
金
制
度
の
拡
充
と

仮
称
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
基
金
設
立
に

つ
い
て

栗
原　

孝
夫 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

 

奨
学
金
制
度
は
利

用
し
や
す
い
も
の

で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
本

当
に
必
要
な
方
以
外
に
も

貸
与
し
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
①
所
得
制

限
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
は
。
②
貸
与
額

増
額
の
考
え
に
つ
い
て
。

③
１
月
末
以
降
で
の
申
請

は
可
能
な
の
か
。
④
入
学

時
「
入
学
金
」
の
支
払
い

に
対
応
す
る
た
め
、
仮
称

「
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
基
金
」

等
の
設
立
は
考
え
て
い
な

い
の
か
、
以
上
４
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

 

①
平
成　

年
度

24

か
ら
は
、
近
隣

 
質
問 

 
教
育
長 

の
状
況
を
参
考
に
し
て
、

基
本
的
に
所
得
制
限
を
設

け
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。

②
貸
与
額
が
増
え
れ
ば
返

済
も
大
変
に
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
増
額
す
る
考
え
は
も
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
利

用
者
の
要
望
が
強
け
れ
ば

検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
毎
年
１
月
末
日
ま
で
と

い
う
こ
と
で
募
集
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
後
も
随

時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

④
基
金
の
設
立
に
は
、
毎

年
あ
る
程
度
の
寄
附
金
が

な
い
と
継
続
す
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
問
題
等
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
基
金
の
設

立
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

 

②
動
向
を
見
て
、

増
額
す
る
か
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

④
大
変
難
し
い
問
題
が
あ

り
ま
す
の
で
、
検
討
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

 
町
長 

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
／
町
長
・
教
育
長

 
千代田町では大型店舗がオープンし、連日

盛況が続いています。年間１5０億円の売上

と顧客数600万人を見込んでいるとの事です。こ

れだけの集客施設が近くに出来たのですから、い

ろいろな方面から集まってくるお客様を明和町で

足止めできるように、行政も議会も町民も知恵を

絞る必要があると思いますが、町長はこの状況を

いかに考えているか。

 
本町を経由して利用される方が数多くいま

す。この環境を利用し、大型商業施設の空

きスペースを借りて地場産業のPRや販売を行う

ことにより、明和町を知ってもらうことが必要と

考えています。今後、各種団体と相談しながら町

の活性化を考えていきたいと思います。

 質問 

 町長 

町PRの試食町PRの試食会会

＜奨学金制度利用者数＞
人数年度

35人平成22年度

26人平成21年度

22人平成20年度
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運
転
免
許
証
の
返

納
に
応
じ
た
場
合
、

次
の
日
か
ら
通
院
や
買
い

物
な
ど
に
支
障
が
出
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

自
主
返
納
に
よ
り
交
通
弱

者
に
な
ら
ぬ
対
応
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
購
入
補
助

等
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
が
検
討
は
。

 

こ
の
事
業
は
、
館

林
警
察
署
管
内
の

館
林
市
・
板
倉
町
・
明
和

町
が
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、

自
主
返
納
者
へ
の
対
応
も

協
議
し
て
決
め
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
券　

枚
を
配
付

24

 
質
問 

 
町
長 

タ
ク
シ
ー
券　

枚
を
配
付
／
町
長

24

し
て
対
応
し
ま
す
。
電
動

ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入
補

助
も
、
今
後
見
直
す
機
会

が
あ
れ
ば
一
つ
の
案
と
し

て
参
考
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

町税の収納率向上対策
自動車の差押やネット公売を検討／税務課長

 
町税収納未済額は、この３年間では増え続

けています。徴収率も平成21年度が97.2

％で、３年間で1.3ポイント低下しています。

　税の公平公正を保つためには、より一層の収納

率向上に努める必要があります。①現在の滞納状

況及び直近３年間の差し押さえと換価の状況は。

②計画では、平成23年度から４年間で徴収率を

0.8ポイント向上させるとあるが、町の取り組みは。

③悪質な滞納者には、タイヤロックを導入して、

自動車の差し押さえやインターネット公売を実施

しないのか。

 
①２月末の収入未済額は、約１億1,580

万円です。収納率は93.6�で、前年同

 質問 

 税務課長 

月と比べて0.11ポイントの減です。収納率は、年

々低下していますが、県下市町村の収納率順位は、

１月末現在で２位の成績です。

②収納率向上対策は、緊急雇用を活用して、電話に

よる納税のお願い、租税教育や広報の実施などで、

対話を基本とします。それでも滞納する場合は、

徹底した財産調査をし、財産の差し押さえを実施

しつつ、分納指導にも努力します。③検討します。

堀口　正敏 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

関
根　

愼
市 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

高
齢
者
運
転
免
許
証

返
納
事
業
に
つ
い
て

免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
対
応
策
は

＜差押と換価の状況＞
換　価差押額差　押年　度
89万円547万円10件20年度
68万円827万円18件21年度
34万円230万円８件22年度

（注）平成22年度は平成23年２月末現在

タイヤロッタイヤロックク

電動アシスト自転電動アシスト自転車車
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一 
般 
質 
問

「
女
性
の
視
点
か
ら
の
防
災
対
策
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

野本　健治 議員　――――――――――――――――――――――――――――――――――――――�

応えられるように考えています。

　事業開始に伴い、公害を含めた諸問題が発生し

た場合も、同組合が責任を全て負います。問い合

わせ等は、同組合と町の環境水道課で対応します。

長期間の運営施設のため、覚書等書類を作成し対

応を要望していきたいと考えています。

 
最終処分場が千津井地区に決定されました。

最終処分場とは、迷惑施設とも受け取れま

すが、この点を考慮して地元に対して何らかのメ

リット（環境整備）があるのか。また、クレーム

や様々な問題に対し、窓口等の対処方法の明確化

や後々トラブルのないように約束事としての覚書

等書類の作成を含めた町の考え方は。

 
最終処分場の土地の購入、建設工事、運営

及び管理は、全て一部事務組合が行います。

今後の進め方は、地元住民や地権者と十分な話し

合いを持ちながら、同組合につなぎ進めていきた

いと考えています。また、環境整備や地元の皆様

への還元的な施策については、要望にできるだけ

 質問 

 町長 

最終処分場の設置・運営について
組合へ地域と共に要望します／町長

�
橋　

順
子 
議
員　
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
▼

貴
重
な
意
見
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
／
総
務
課
長

 

町
に
は
地
域
防
災

計
画
が
策
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
防
災

会
議
の
委
員
で
作
ら
れ
て

い
ま
す
。
①
災
害
時
の
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
場
合
、
被
災
者
同
士

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
、
特

に
女
性
の
安
心
、
安
全
が

守
ら
れ
る
よ
う
に
防
災
計

画
に
反
映
し
て
い
る
か
。

②
防
災
に
関
す
る
勉
強
会

な
ど
、
参
加
し
や
す
い
工

夫
が
積
極
的
に
さ
れ
て
い

る
か
。
③
防
災
会
議
構
成

委
員
の
選
出
方
法
や
女
性

比
率
は
。

 

①
町
の
地
域

防
災
計
画
で

は
避
難
所
の
装
備
の
努
力

 
質
問 

 
総
務
課
長 

義
務
を
定
義
し
て
い
る
も

の
の
、
残
念
な
が
ら
被
災

者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の

細
部
に
わ
た
る
内
容
ま
で

は
な
い
の
が
現
状
で
す
。

②
１
年
お
き
に
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
、
昨
年
の

学
習
会
は
講
師
を
招
き

「
災
害
に
備
え
て
」
と
題

し
て
防
災
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
後
、
自
主

防
災
の
必
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
研

修
等
を
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

③
防
災
会
議
条
例
に
て
任

命
さ
れ
た
委
員
は
、
現
在

　

人
で
全
員
が
男
性
で
す
。

18
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防災訓防災訓練練



問 学校で緊急時等のメール配信を
できないか

　行政サービスの一環である情報伝達手段（メ

ール配信）を活用して、緊急時や学校行事など、

各学校で必要に応じたメール配信を保護者あて

にできないものか？

答 メール配信は協議する／学校教育課長

　今後PTAの方々と導入に向けて協議してい

きたい。

平成22年7月から、学校からの緊急
時メール配信が実施されています。

�

�
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一 
般 
質 
問

議員の質問・提言に、町はどのように対応

したのでしょうか。あの時の答弁がその後

どうなったのかを追跡調査しました。

＜ ＞平成21年３月定例会
一般質問より　斎藤一夫議員 野本　長司 議員　――――――――――――�

 
駅前広場の整備計画及び都市計画道路につい

て伺います。東武伊勢崎線は、本町と首都圏

を結ぶ重要な交通機関となっています。川俣駅の利

用は西口のみに限定され、駅前広場が整備されてい

ません。財源の確保の難しさもありますが、事業の

状況と今後の進展について。都市計画道路は、矢島・

南大島線が一部着工され、国道122号線は今後10年

間でバイパス整備が行われる予定です。他の２路線

を含め、今後の都市計画道路の整備計画について。

 
川俣駅周辺整備の進捗状況は、測量

が昨年３月までに完了しています。

現在は、その測量成果をもとにして、駅前広場の位

置や大きさ、取り付け道路について関係者の皆様と

検討しています。今後は、具体的な計画の測量作業

を実施し詳細設計を行い、各家庭の土地や物件など

の調査を進めていき、できるだけ早期完成を目指し

ます。また、都市計画道路の進捗状況は、近々用地

の調査作業が開始されます。作業の順序は、昭和橋

整備工事との関係もあり、川俣交差点側から整備を

進め、平成26年度末には四車線のうち二車線が暫定

的に整備され、県道熊谷・館林線に接続することに

なります。また、現在事業を着手した矢島・南大島

線は、東へ延伸する予定です。

 質問 

 都市計画課長 

中部地区の
開発について

快適な住環境へ向け
整備を進めていく／都市計画課長

矢島・南大島矢島・南大島線線

過日メール配信された情過日メール配信された情報報
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研 
修 
報 
告

広報研修
2月14・15日

　
「
議
会
だ
よ
り
」を
よ
り

良
い
広
報
紙
に
す
る
た
め

に
、
宮
城
県
遠
田
郡
美
里

町
に
視
察
に
行
き
ま
し
た
。

美
里
町
は
、
仙
台
市
か
ら

　

㎞
北
に
位
置
し
、
日
本

40三
景
の
一
つ
で
あ
る
松
島

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

美
里
町
議
会
だ
よ
り
は
、

議
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

こ
れ
ま
で
に
４
回
の
奨
励

賞
に
輝
い
て
お
り
、
今
年

度
も
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
受

賞
作
品
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

指
摘
さ
れ
た
内
容
や
評
価

さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
ご

説
明
を
頂
き
、
そ
の
後
質

疑
や
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
里
町
は
議
会

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
昨
年
よ
り
議
会
報
告

会
を
実
施
し
て
お
り
、
議

会
報
告
会
を
開
催
す
る
ま

で
の
経
緯
や
開
催
す
る
に

あ
た
っ
て
の
問
題
点
、
苦

慮
し
た
点
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
で
、
議

会
だ
よ
り
と
議
会
活
性
化

に
つ
い
て
勉
強
で
き
た
事

は
、
こ
れ
か
ら
の
議
会
だ

よ
り
を
始
め
、
議
会
活
動

の
中
で
役
立
て
て
い
け
る

素
晴
ら
し
い
研
修
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
よ
り
読
み
や

す
く
、
読
ん
で
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

広
報
委
員
一
同
が
努
力
し

て
い
く
事
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

より読みやすい
広報紙作りを

議員研修
2月8日

　

２
月
８
日
館
林
に
て
郡

議
長
会
主
催
に
よ
る
議
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、　
10

名
の
議
員
が
参
加
を
し
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
毎
年
議

員
の
資
質
の
向
上
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
前
北
海
道
栗

山
町
議
会
事
務
局
長
で
東

京
財
団
研
究
員
の
中
尾
修

氏
よ
り
、
事
務
局
長
と
し

て
の
経
験
や
実
体
験
を
基

に
「
全
国
に
広
が
る
地
方

議
会
改
革
」
と
題
し
て
、

そ
の
背
景
や
現
在
の
状
況

に
つ
い
て
、　

多
岐
に
わ

た
り
わ
か
り
や
す
く
講
演

を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
研
究
さ
れ

て
い
る
議
会
基
本
条
例
の

制
定
に
携
わ
っ
た
経
験
か

ら
、
議
会
基
本
条
例
の
制

定
の
意
義
、
問
題
点
な
ど

に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例

を
挙
げ
て
細
か
く
説
明
し

て
頂
き
、
質
疑
と
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
研
修
に
よ
り
、

本
町
で
も
よ
り
一
層
の
議

会
の
活
性
化
が
な
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
る
研
修
で

し
た
。

　

そ
し
て
、
参
加
者
一
同

さ
ら
な
る
議
会
の
活
性
化

が
な
さ
れ
、
住
民
と
議
会

を
よ
り
身
近
な
も
の
に
で

き
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま

し
た
。

より一層の
議会の活性化を

宮城県美里宮城県美里町町



 
 ８ 日　館林地区消防組合出初め式
 ９ 日　第13回明和町成人式
  〃  　明和町新春合同懇談会
20日　議会運営委員会
25日　第1回議会臨時会
  〃  　全員協議会
  〃  　広報委員会
27日　議会運営委員会視察研修（28日まで）

 ８ 日　邑楽郡町議会議員研修会
14日　広報委員会視察研修（15日まで）
16日　全員協議会
21日　県町村議会議長会定期総会

 ３ 日　議会運営委員会
 ５ 日　公民館まつり（６日まで）
 ８ 日　第1回議会定例会（17日まで）
  〃  　全員協議会
 ９ 日　各課別予算全体審議
10日　各課別予算全体審議
  〃  　議会運営委員会
11日　中学校卒業式
17日　全員協議会
23日　こども園修了式
24日　東小・西小卒業式
25日　邑楽郡町村議会議長会定期総会
29日　一部事務組合3月定例議会
31日　広報委員会

１月

２月

３月

▼
発
行
／
明
和
町
議
会　
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３
７
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０
７
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群
馬
県
邑
楽
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明
和
町
新
里
２
５
０�
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Ｔ
Ｅ
Ｌ  
０
２
７
６�
 　
 �
３
１
１
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Ｆ
Ａ
Ｘ  
０
２
７
６�
 　
�
 
３
１
１
４　

▼
編
集
／
議
会
広
報
委
員
会

８４
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議会日誌

　

３
月　

日
の
東
日
本
大
震
災
で
、

１１

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
ご
家

族
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に

心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

３
月　

日
の
町
議
会
最
終
日
に

１７

は
黙
祷
を
さ
さ
げ
て
、
議
会
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
赤

十
字
社
群
馬
支
部
を
通
し
て
町
議

会
議
員
全
員
が
義
援
金
を
送
り
ま

し
た
。

　

地
震
と
津
波
に
よ
る
被
害
で
多

く
の
太
平
洋
沿
岸
の
町
が
壊
滅
し
、

建
物
な
ど
の
被
害
は
甚
大
で
す
。

そ
の
上
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
周

辺
に
住
む
方
々
は
不
安
を
持
ち
な

が
ら
退
避
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

前
号
で
は
手 

治
虫
さ
ん
の
エ

ッ
セ
イ
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
が
、

１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
に
つ
い
て
も
手
塚
さ
ん

は
「
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
汚

染
さ
れ
た
地
球
を
残
し
た
こ
と
に

な
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
は
戦
後
最
大
の
困
難
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
こ
の
困
難
に
力

を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

（
前
号
の
議
会
だ
よ
り
を
創
刊
以
来　

号
と

50

記
載
し
ま
し
た
が
、
町
制
施
行
後　

号
の
誤

50

り
で
し
た
の
で
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
）

副
委
員
長
記

 
広
報
委
員
会

委 
員 
長　

今
成　

隆

副
委
員
長　

早
川
元
久

委　
　

員　

堀
口
正
敏

冨
塚
基
輔

斎
藤
一
夫

環境にやさしいまちづくり。
「めいわ議会だより」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

野本　寿久さん
（千津井在住）

こ
ち
ら
も
自
然
と
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
生
産
し
た
も
の
で
、
人
々
が

幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
実
感
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

私
達
シ
ク
ラ
メ
ン
農
家
の
品
質
向

上
へ
の
気
持
ち
は
た
い
へ
ん
熱
く
、

実
際
に
明
和
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
質
は

全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
、
市
場
で
も

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
に

は
ぜ
ひ
一
度
地
元
の
花
を
見
に
来
て

い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
明
和
の
名
産
シ
ク
ラ

メ
ン
を
担
う
一
人
と
し
て
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
後
継
者

不
足
が
各
地
で
叫
ば
れ
て
久
し
く
、

明
和
町
に
と
っ
て
も
そ
れ
は
深
刻
な

問
題
で
す
。
そ
ん
な
中
、
明
和
町
に

は
農
業
後
継
者
の
団
体
「
明
和
緑
親

会
」
が
あ
っ
て
、
現
在　

名
の
会
員

１０

が
お
り
ま
す
。
年
代
も
栽
培
品
目
も

違
う
中
で
、
検
討
会
や
懇
親
を
重
ね
、

個
々
が
成
長
で
き
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。

　
　

月
に
は
明
和
産
業
祭
に
参
加
し
、

１１
く
じ
引
き
、
ら
く
が
き
せ
ん
べ
い
を

通
し
て
町
民
と
の
交
流
も
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
年
こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
も
い
る
よ

う
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
町
に
こ
の
よ
う
な
団
体

も
あ
る
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
若
さ
で

こ
れ
ま
で
以
上
に
活
発
な
活
動
を
し

て
、
明
和
の
農
業
を
支
え
て
い
く
存

在
に
な
り
た
い
で
す
。

　

明
和
に
生
ま
れ
て
、
明
和
で
生
活

し
て
い
る
の
で
、
恩
返
し
の
気
持
ち

も
込
め
て
何
が
出
来
る
か
を
考
え
て
、

よ
り
よ
い
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

特
産
品

特
産
品
をを支

え
る
若

支
え
る
若
者者

議会日誌

「
わ
ぁ
、
き
れ
い
！
」

　
　

月
、
色
と
り
ど
り
の
シ
ク
ラ
メ

１２
ン
が
並
ぶ
温
室
を
訪
れ
る
方
々
は
皆
、

口
々
に
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
言
葉
を
聞
く
た
び
に
、
生
産
者
と

し
て
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

シ
ク
ラ
メ
ン
は
明
和
町
の
名
産
品

の
一
つ
で
す
。
千
津
井
地
区
に
は
シ

ク
ラ
メ
ン
ロ
ー
ド
と
い
う
シ
ク
ラ
メ

ン
農
家
が
数
軒
連
な
っ
た
地
域
が
あ

り
、　

月
下
旬
〜
年
末
に
か
け
て
各

１１

方
面
、
遠
く
は
東
京
か
ら
た
く
さ
ん

の
お
客
さ
ん
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き

賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
私
も
こ
の
時

期
に
は
自
宅
の
温
室
で
接
客
に
出
荷

作
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
感
想
を
聞
け
る
こ
と
は
生

産
者
に
と
っ
て
は
喜
び
で
す
。
何
よ

り
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
見
ら
れ
る
と
、


